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　医療薬学大学院教育と して の デ ィ ベ ー ト演習 を 用い た

　　　　　　　　　　　医薬情報評価学教育の試み
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　Though　the 正mportance 　of　pharmaceutical　information　in　university 　pharmacist　education 　has　been　 widely 　recognized 　in

recent 　years　 very 　few　 such 　 curriculums 　have　bccn　initialed　in　 con 【inuing　 cducation 　 courses 　for　graduate　phammacists．　A
course 　in　the　evaluation 　 and 　management 　of 　phammaceutical　inforrnation　for　c｝inical　pharrnacy　graduate　students 　was 　there−

fore　started 　in　2000　a1　the　Graduate　School　of 　Kobe　Phamlaceutical　University　as　a　continuing 　education 　program　for　phar−

macists 　in　hospitals　and 　pharmacies．　In　the　course ，　students 　selected 　two 　pharmaceutical　care −related 　themes 　and 　made 　pres−

entations 　on 　them 　to　the　 rest　of 　their　class 　using 　MS 　Powcr 　Point．　The　contents 　of 　thc　presentations　 were 　discussed　after −

wards 　in　small 　groups，　In　order 　to　evaluale 　the　 educational 　effect 　of　this　new 　fbrm　of 　study ，　a　questionnaire　 survey 　 was

conducted 　from　2000　to　2001，　 Dividing　attendees 　inte　pharmacists　and 　full−time　department　graduate　students 　as　appropri −

aIe，　 and 　 conducting 　tut〔〕ria】s　for　small 　groups，　efficient 　training　in　pr〔〕blem　 solution 　 capabiliIy 　 was 　given．　In　addition ，　the
creation 　of 　an 　educati 〔，nal 　website 　enabled 　EBM 　infonnation 　to　be 　collected 　quick且y　and 　accurately 　and 　this　aided 　the 　train

−

ing　of 　Ihe　studems 　in　eva 且uating 　information．　The　active 　discussion　of 　presentations　in　 small 　groups　enhanced 　the　ability　of

students 　to　generate　quality　infbrmati〔m 　and 　Ihe　differences　between　before　and 　after　taking　the　course 　werc 　 shown 　 statisti
−

cally 　by　the　results 　of 　the　questionnaire．
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緒 言

　 ヒ ト遺伝 子の 解読 が 終わ りテ
ー

ラ
ー

メ
ー

ド医療へ と医

療 の 高度化 は急速 に 進み ，［由1期的な 新薬や 治療法の 開発

を加速 させ て い る，こ れ らの 医薬品や 治療法は，その 高

い 効果の 反 面，副作用 や 薬 物相互作用 が 著 し く，そ の 適

正使用を達成する た め に は個 々 の 患者へ の 服薬指導を適

切 に 行うこ とが 重 要 で あ る
1 ．薬剤師教育 6 年制 が 決定

し，今後の 薬剤師業務は こ れ ら新規の 医療情報 を踏 まえ

て ，個別の 患者 に 服薬指導を科学的根拠 に基 づ く医薬情

報
”．1｛．を 収集，評 価 ，加 ⊥ し 発 信 し，医 療 の 質 と経 済 効

率を高 め る こ とが 求 め ら れ て い る
い ．大学学部教育 や

大学院教育 に お い て も楽剤師の 社会的責任 を 果た す た め

の 教育的な 支援 を続 け ら れ て い る が ，改正 さ れ た 薬剤

師 教 育 コ ア カ リ キ ュ ラ ム を どの よ う に教 授 して い くか，

まだ まだ 多くの 問題 が あり，そ の 進捗状況 は現 状 で は十

分 と は い えな い ．

　神戸 薬科大学 で は，2000年 4 月か ら現 職薬剤師 と昼 間

部院生 を対象 と して 昼夜間開講大学 院 医療薬 学 コ ース を

開設 した．こ れ らの 中 で 特 に，医 薬情 報評 価学 特論 演習

は，臨床的問題解決能ノ丿の 高 い 薬剤師 を 養成す る た め

に，情報 収集能力 と情報評価教育 に 重点 を置 き，こ れ ら

の 能力を実務的に訓練する ため に コ ン ピ ュ
ー

タ 演習 に 特

色を持つ 講座 と して 開講され た．こ こ で ，社会 人院生 と

昼 間部院牛 が 混成 した 小 グール プ に 分 け，チ ュ
ー k リア

ル 制 に よる 自 血的演習 を行 っ た．こ こ で 演習 環境 を整備

す る た め に教 育 Web サ イ ト
7．
や 学 生 や 教員との 連絡用 に

作 成 され た 演 習 グ ル
ー

プ メ
ー

ル リ ス トの 活用 に よ り，学

内施設 と勤務医療施設，自宅 な どの 分 散 した 環 境 を イ ン

ターネ ッ トに よ り有機的 に 結 び つ け る こ とを試み だ
1

．

また，演習 は グ ル
ー

プ闘 デ ィ ベ
ー

トに よ る 討論形式 の 採

用 に よ り，科学 的根 拠 に 基づ く医薬情報の 発信 ・発言能

刀の 強化育成 を試 み て きた
．．こ の よ うな 医薬情報教育

の 効果 を定量的 に 評価す る 目的 で 演習を行 っ た後，学生

の 情報収集 ・発 信能力育成の 程度を第三 者評価 と 自己評

価 に よ りア ン ケート調査 し，こ れ らの 教育方法 の 利．J．
’

、S．と

問 題 点を具体的 に検討 した ．

演 習 方 法

1， 講義時間 と 日程

　70分間講義 10コ マ の 講義時 閲 を医薬 情報評価学概論導

人講義 1 コ マ ，コ ン ピ ュ
ー

タ 漬習 3 コ マ ，医薬情報評価

学各論 2 コ マ （情報評 価法 と事例解析），発表演習 4 コ マ

と して，講義 日程 を設定 した．

2． 教 員 と受 講 者

　教員 2名，補助員 2名を配置 し， 演習 で は チ ュ
ートリ

137

ア ル 制 を採用 し，演習 を 支援 す る 方式 を と っ た．受 講 者

は，2000，2001年 度 合せ て，昼 間 部 大学 院 生 19名，社 会

人大学院生 4 名，科目等履修生 20名，聴講生 5 名の 合計

48名で あ っ た．社 会 人学生 は，す べ て現 任 の 薬剤 師 で あ

る こ とか ら同等 の 学 生 と仮定 した．受講学生 は 臨床経験

とパ ソ コ ン 操作経験を事前 ア ン ケ
ー

トに よ リパ ソ コ ン操

作能力 と臨床経験を評価 した．こ れ らの 事前情報 を基 に

祉会人 と昼 間学生 が均等 に 配 置 し，か つ ，演 習 能 力 が 均

等 に な る よ うに 5 − 6人 を一・組 と して グ ル…プ を編 制 L

た．

3．　 講義演習場所とコ ン ピ ュ
ータ環境

　前報で 示 した よ うに
T
，コ ン ピ ュ

ー
タ演 習 室 に45台，

医 療薬学総 合 研 修 セ ン タ
ー

に 5 台，図 書館 に 6 台の Win−

dows　2000を設 置 し，学内 イ ン タ
ー

ネッ ト経 由 し，接続

し，各人 1台の パ ソ コ ン使用環境を設定 した．各班 に は

メ
ー

ル ア ドレ ス と グ ル ープ メール リス トを作成 し，グ

ル ープ内 で の 相 勾．情 報交換 と ネッ ト上 で の 議論 の 場 を提

供 した．学生 と 教 員 間 の 連 絡 は 医薬 情報 評 価学 ク ラ ス

メ
ール リス トを利用 し た．

4．演 習 の 形 式 と成 績 評価 基 準

　各 グル ープ に Table　1 に示 した 演習 テーマ か ら無作為

に 発 表 と質問 の テ
ー

マ 各2 問ず つ 計 4 問 を与 え た．講演

時 間の 配 分 は ，発 表 8分 間，質問 4 分 間，討論 2 分間と

し，発表 は Powcr 　 Point を 用 い る こ と を推 奨 し た．各

テ
ー

マ に 関 して 発表 グ ル
ープ と質問 グ ル ープが 中心 と な

りデ ィベ ートを行 い ，グル ープ演 習 に よ る情 報 発信 能力

を養成 した．すべ て の 発 表内容 に 出 典 の 明 示 を 義務づ け

て根拠 に 基づ く医薬情報で あ る こ と を明確 に す る こ と と

した，演習終了後，す べ て の 発 表用 文 書 と質疑 応答 は，

レ ポートと して ま とめ て メ ール 添 祠 ）と書 と して ，教官 の

ア ドレ ス に送付 す る こ と を 義務 づ け た．

5． 演習の 評価

　第三 者評価 ：グ ル ープ演 習 に よ る情報発 信能力改 善 の

定量 的評価 をす る た め に，20〔〕1年度 に 発表討論演習ア ン

ケ
ー

ト調査 し た．教員お よび学生 全 員 に よ り発 表内容 と

質問内容 を Table　2 に 示 した 内容 で 相 互 方法 に よ り5段

階 評 価 した．

　 自己評 価 ：本講座 の 医薬情報 リ テ ラ シ
ー

改善効果 を定

量的に 評価 す る た め に 2000年度，2001年度 の 受講 学 生 に

受 講前 後に Table　3 に示 した よ うな内容 で ，学習改善度

を 4 段階の 自己 診 断 ア ン ケ
ー

ト調 査 に よ り行 っ た ，情報

伝達 に 関す る 設 問 1 「自分の 意志をIE確 に相手 に 伝える

こ とがで きますか ？」は，情報 を伝 え る 能力，設問 2 「常

に 相 于の 意 見 を正 確 に と ら え る こ とが で き ま す か ？」

は，相手の 意思 を洞察す る能JJ，設 問 3 「多 くの 人 の 前

N 工工
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Tab 且e　l．神 戸薬 科大 学大学 院昼夜 問開講医療薬学 コ
ース 濱 習 テ ーマ

1）心 筋梗塞 後 治療 の 症例

2）糖尿 病における神経障害を併発した患者 の症 例

3）パーキン ソン 病治 療 薬L −DOPA 長 期服 用 患者に お け るOn ・and ・Off現象 の 症例

4 ）心 不全 の薬 物治療の 症例

5 ）クロ
ー

ン病 の 症 例

6）嚥 下 困難 な高齢者に錠剤を投与する場合 の 注 意 点とそ の 影 響につ い て具体 的な症例 を示 し検 討 し，

　 そ の 解決 策 を探 りなさい ．

7＞前立 腺肥 大発 生 機序，病態 とその 治療法 に つ い て 検討 しなさい ．

8）Graves 「

病の 発 生 機序，病態 とその 治療 法 につ い て検討 しなさい．

9）院 内感 染とその 予防法 の 例 として 2　 F に 示 した症 例 として につ い て 検討しなさい．

10 ）薬剤投与と味覚障害 の 関係 とそ の 科 学的根拠と対策 につ い て検 討 しなさい ．

11 ）リウマ チ 患者 に お ける胃腸 症状の 悪化

12 ＞腎 障害の患者で高脂血 症治療薬服用中、起 こ っ た横紋筋融解症の 例

13 ）高血圧 症の 喘 息患者に おけるケア

14 ）分 裂病 患者 の ノンコ ンプライア ンス

15 ）モ ル ヒネに よるが ん疼 痛 緩和 ケアの例

で プ レ ゼ ン テーシ ョ ン を行うこ とが得意で す か ？」発表

能力，設 問 4 「プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン で の 質 疑応答が 得意

で す か ？ j は ，質疑応答能力 と して 評価 した．

6．　 統 計学的処理

　評価結果 の 統副的検定 に は 統 言1ソ フ ト SPSS 〔エ ス ・

ピー・エ ス
・エ ス   ）を用 い た．本 研 究 で 用 い た ア ン ケー

トに よ る 評価指標 は，順 序尺 度 と捉 える こ とが 妥当で あ

る こ とか ら，分 析 手法 に は ノ ンパ ラ メ トリ ッ ク検定を用

い た，具 体 的 に は
，
Kruskal−Wallis検定，　 Mann −Whitney

検定，Wilcoxon 検定 で あ る．　 Kruskal−Wallis検定後 の 多

重比較 に は ボ ン フ ェ ロ ー二 の 不等式 に よ る修 正 を行い 群

聞の 比較 に 用い た．

　ま た，自己 診断 ア ン ケ
ート調査 の 結果を 用い た 独立 性

の 検定 に は Fisherの 直接法 を用い た．

7． 教科書と使用 ソ フ ト

　教科書 「イ ン タ
ー

ネッ トに よる 情報調剤」（  じほ う）

を 用 い た．参 考書 と 使 川 ソ フ ト ウ エ ア と デ
ータ ベ

ー
ス

は，前報（7）に示 した もの を使川 し た．

結果 と考察

’． デ ィベ ート演習 に よ る医薬情報 リテラ シ
ーの 改善効

果の 第三 者 評価

　前 幸臥 7 ）に 示 した よ うに，事前ア ン ケ
ー

トで パ ソ コ ン

能力と臨床経験 を評f而し，社会 人 と 昼 問 部学生 の 演習能

力 を均等化 した 小 グ ル ープ に よる グ ル
ープ対抗 デ ィ ベ ー

ト制の 発表会 を行うこ とに よ り，活発な討論 を行 うこ と

が で きた．20〔〕1年度演 習 発 表 会 の 演習 発表 1 回日 と 2 回

目の 発表内容 と グ ル ープ全体 として の 発表 と応答の 態度

を情報発 信能力 と して 定量：的 に 評価 す る た め に 発表内

容，プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン
， 発表態度，質 問 内容 を 5段 階

で 評 価 した結果を Table　2 に 示 した．各グ ル
ープ の 発表

の 第三 者評仙 は，総平均値で は B グ ル
ープ ＞ A グ ル ー

プ ＞D グ ル ープ ＞C グ ル
ー

プ の 順 番 で あ っ た が Kruskal−

Walhs 検定で は，グ ル
ープ 問 に 有意 差 は 認 め られ なか っ

た．小項 目 における 前後の 評価で は，A グ ル
ー

プは
， 「調

査方法 は 十分記載 され て い る か」「結論 に至 る 推論 は妥当

か 」の 2 項 目で 有 意 差 〔pく 0．05 ：Kruskal 　Wallis検定）が

認め ら れ た．い ず れ の 項 目 も発表内容 を構成す る項 目で

あ る こ とか ら，発表能力 が 改善 され た こ とが 推 測 さ れ

る．B グ ル
ープ は い ずれ の 項 目 に お い て 有意差 は 認め ら

れ なか っ た．C グ ル ープは 「ス ラ イ ドの 量 は適 当か 」 の

項 凵で 有意 差 が 認 め られ，プ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン カが 改 善

され た こ とが 推測 された．また，D グ ループは 「調査方

法は 十分記 載 され て い る か 」の 項 凵で 有意差 が 認 め ら

れ，A グ ル
ープ と同様 に，発表能力が改善 さ れ た こ とが

推測され た．

　Fig．1 に 各 グ ル
ー

プ に お け る 演習発表 1 回 冂 と 2 回 目

の 5段階評価の 数 値 を星型 グ ラ フ に プ ロ ッ トし た．星型

プ ロ ッ トを適用す る こ と に よ り各グル ープの 演習 に おけ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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Table　3．神戸薬科大学大学院医薬情報評価学特論演

　　　　 習受講後，発表 に 関す る ア ン ケ
ー

ト〔n − 46）

きる

意 で はない

Group 　A

質問内容

5
一｛ ト ーA1

発 表内 容 …
　 0 ・・A2，

4’， 、丶、，，9 、9、

，，，

　　　 ，　　　7　　　．　　 P　　，　　，　　9　 卩　9　「　9F9
，

321
一丶、　丶　、、噸、　9、、プレゼン驢、　曁　曁　、　 丶　　、

容

、丶、　、、、、　丶 ，

　　幽　 厂　曁　F　「r，ド
、、 r噸’、 9．「

発 表態度

プレゼンテ
ーション

Group　B

質 問内容

　 　 　 　 　 5
発表内容

一●一一B1
…
　 ∈｝

・−B2

．9
、丶、　、

　 ・
　 ．・　 3　「凾79

、、
　、　℃　丶　 、

．・
’
　　　 2 、、

　曹　，　，
．・9 　　　　　 1

’・、プレ ゼン　、
，噸 、
「 、
、、、
、

容　　 丶 ．
　　　　　ヒ　　　　　 、

発 表態 度

プレ ゼンテ
ー

ショ ン

Group　C

質問内容

発表内 容
5

一
●
一一C1

…　 0 ・・C2

4 、

32L

℃」、、 プ レ ゼン

1
、、℃噸　、ヒ

、 「．
「

容
●，

o昌「「，■9，

、
発 表態 度

プ レ ゼン テ
ーショ ン

Group　D

質問内 容

発表内 容
5

一4 −− D1
…O ・・D2

5， 9、、，， 、凾，3
，、、■「 、、　 9　曁　，　，●曁●

，
2

、、　、　、
プ レ ゼン

曹甼 1

、

容 、
1、『、、℃、、、、、、

F
、 ●、，

発 表 態 度

プ レ ゼン テ ーション

Fig．1．各グ ル
ープへ の 発表内容の 定量的評価，2001年度学生
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設問 1．　 自分の意志を正確に相手に伝えるこ とができますか ？

昼 間部 大 学 院生

1）全く苦手 だ

2）あまり自分の 意志を

伝えることが得意で は

ない

3）ある程度自分 の 考え

を伝 えることが で きる

4）十 分に 自分 の 考えを

正 確 に伝 えることが で

きる

0．0　　　　10．0　　　20．0　　　3G，0　　　40、0　　　50．0　　　60．0　　　フ0．0　　　80，0　　　90．0　　　100．0
社会 人 大学 院生

頻度（％）

1）全く苦手 だ

2）あまり自分の 意志を

伝 えることが 得意で は

ない

3）ある程度自分の 考え

を伝 えるこ とが できる

4）十分 に 自分 の 考 えを

正 確 に伝 えることがで

きる

0．0 20．0 40．0 60，0 80．0 100．0

頻度 （％ ）

Fig．2．医 薬情 報 学特論 演習 が 社 会人 ・昼間部大学院 牛 の 情報発信力に

　　　 及 ぼ す 影響 レ受講 前後の ア ン ケ
・一

ト調査 質問 lI

る 改 善の 様了
．
を視覚 的 に 評価 す る こ とが で きる ．こ こ に

示 した よ う に，B グ ル ープ は最 もバ ラ ン ス の 取 れ た 講演

発表をして い る こ とが視覚的 に捉えら れ る．

　 凵 頭 発 表 に よ る講 演 と グ ル
ー

プ対
．
抗 デ ィ ベ

ー
トに よ る

発表と質疑応答の 経験 は ，収集した情報を批 判的 に評価

す る た め に 重安 な プ ロ セ ス で あ る．オ
ー

ラ ル コ ミ ニ ュ

ケ
ー

シ ョ ン の 育成 に よ り患 者 へ の 服 薬 指 導 力 の 強 化 に つ

なが る と思 わ れ る，また，発 表の 質 をお 互 い に 第三 者評

価す る こ と もEBM に 基づ く薬 剤 師 業 務 を遂 行す る能力

の 養成 に 有効で あ ろ う．

2． デ ィベ ー
ト演習 に よ る 医薬情報 リテ ラ シー

の 改善効

果 の 自己評価

　本講座 の 医薬情報 リテ ラ シー
改善効果 を定量 的 に 評仙

す る た め に 受 講 学 生 に 受 講 前 後 に Tab］e3 に 示 した よ う

な 内容で，学習改善度 を 4段階 の 自己診断 ア ン ケート調

査に よ り行 っ た，Fig．2 − 5 に 昼 間部 大学 院 生 と 社 会 人

学 生 の 受 講 前 ・受 講 後 の 自己 診 断 ア ン ケ
ー

ト調 査 の 結 果

を示 した．昼間部学 牛，社 会人学生 と もに受講後の 各項

目 に 対 す る 回答 は 改善 を示唆す る 傾向 は 見 ら れ た が，

Fisherの 直接法で は 有意差 は 認 め ら れ な か っ た ．昼 聞 部

学 生 は，すべ て の 質問項 目 に 関 して，回 答に ば ら つ きが

少 な く，「金 く苦手だ」 あ る い は 「得意だ」 の 選択 者 は
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設問2． 常に相手の意見を正確に と らえる ことがで きます か ？

昼間 部大学 院生

1）全く苦 手 だ

2）あ まり相 手 の 意 見 を聞くこ

とが 得意 で はない

3）ある程度相手 の 考えを聞

くことがで きる

4）十 分 に正確 に相 手 の 考え

を聞くこ とがで きる

0．0　　　　10．0　　　 200 　　　　30．0　　　　400 　 50．0　　　60．0　　　　70．0　　　　80．0　　　90．0　　　100，0

頻度（％）

社会 人大 学院 生

1）全 く苦手だ

2）あまり相手 の 意見を聞くこ

とが得 意で はない

3）ある程 度相 手 の 考えを聞

くことができる

4）十 分 に正 確に相手 の 考え

を聞 くこ とができる

0．0 20．0 40．0 60．0 80．0 100．0

頻度 （％ ）

Fig．3．医薬 情報 学 特論 演 習が 社 会 人 ・昼 闘部 大学 院 生 の 情 報収集力に

　 　 　 及ぼ す影響 〔受 講 前後 の ア ン ケ
ー

ト調 査質 問 2 ｝

少なか っ た．こ れ に 対 して 社会 人学生 は，「全 く苦手だ 」

か ら 「得意だ 」の 回答 まで ，全 体的 に ば ら つ きが 多い の

が 特 徴 で あ っ た．こ れ は，社 会人 が 20− 50歳代 まで の ば

らつ い た年齢溝成 で ある こ と，また，前報 に示 した事前

ア ン ケ
ートの 結果 か ら，パ ソ コ ン に 不慣 れ な学生 か ら ド

ラ ッ グ イ ン フ t メ
ー

シ ョ ン に 従事す る プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ

ル まで 種々 の 立場 の 学生が含まれ て い る こ とに よる と思

わ れ た，こ れ ら の 情報発信能力 の 改菁度を定量 的に 解析

す る た め に，そ れ ぞ れ の 評価を 1 − 4 点まで に点数化 し

た 昼 間部学 生 と 社 会人 の 自己 評 価 の 結 果 を Fig．6 に 示

した．各項目の 評価 は
， 平均値 で は 昼間部学生 の 場合，

項目 2 ＞ 項 H1 ＞ 項円 3 ＞ 填 目4 の 順番で あ り，社会人

で は，項 目 2 ＞項 目 1 ＞項 目 4 ＞項 目 3 で あ っ た，

Kruskal−Wallis検定後の ボ ン フ ェ ロ ー二 の 不 等式に よ る

修 IK を用 い た多重比 較 で は，社 会人 は，相 T一の 意思 を洞

察す る 能 力 （項 冖 2 ）が ，下 位 の 発表能力（項 目 3 ），お よ

び 質疑応答能力〔項 目 4 ）に 比 し有意 に 高か っ た．昼 聞学

生 は項 目2 が 項目 4 に 比 し有意 に 高か っ た，こ れ は，わ

が 国の 教育が，受動 的 な教 育 が 基 本 で あ る こ とか ら こ の

よ うな結 果 に な っ た もの と思 わ れ る． ド位 の 項 囗 3 と項

日 4 の 間 に は両群 で有意差 は 認め ら れ なかっ た が，社会

人の 場合 は
， 項 目 3 の 発表能力が問題で あ り，学生 の 場

合 は，項目 4 の 質疑応答能力 に 問題 が ある とす る傾向が

見 られ た．こ れ は，昼 間部学生 が ，パ ソ コ ン に 関 連 す る

講義をす で に受講 して い る確率が 高 い こ と に 起因 し て い

る と思 わ れ る．　
一
方，社会人 の 場合，質疑応答 は，薬剤

師業務の 中で 行 わ れ て い る こ とか ら，項 目 4 の 評価 が 昼

間 学生 と比較する と順位的 に は 高い と思 わ れ る．
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設問3．　 多 くの人の前でプレ ゼ ン テ ーシ ョ ン を行 うこ とが得意で すか ？

昼 間部大学院生

　1）全 く苦 手 だ

2）プレゼンテーションを行 うこと

は 得意 で は ない

3）プレゼンテ
ーションをある程

度行うことがで きる

4）プレゼンテ
ー

ション は 得意だ

0．010 ．0　　　　20．030 ．040 、0　　　　50 ．0　　　　60 ．0　　　　70．0　　　　80、0
　 　 　頻 度 （％ ）

90．0 　　　 100．0

社 会 人大学 院生

1）全 く苦手だ

2）プレゼンテ
ー

ションを行うこと

は 得意 で は ない

3）プレゼンテ
ーションをある程

度行うことが できる

4）プレゼンテ
ーションは得意だ

0．0 20．0 40 ．0 60．0 80 ．0 100 ．0

頻 度 （％ ）

Fig．4．医薬情 報学 特論 演習が 礼会人 ・昼 間 部大学院坐 の フ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン 能力に

　　　 及ぼ す 影響 「受講 前後の ア ン ケ
ー k 調 葎質 問 3 ：

　Fig．7 に 全受講 者 の 自己 評 価 の 結 果 を 示 した ．こ こ に

示 した よ うに．すべ て の 項 凵で 平均 1直は 受講後改 t一され

て お り，また ，項 目 ご との Wilcoxon検定 で は ，項 目 1

お よ び項 凵 3 に 有意 〔p〈0．0511な 改 善 が 認 め られ た，し

か し，他の 項 目で は有意な改善 は認め られ なか っ た，

　 調 査解 析結 果 か ら，本演習 に よ り情報発信 能力の う

ち，特 に 発表能力，意思伝達能力 に 統計的 に 有意：な改善

が 認め られ た．こ れ は，本演習が，パ ソ コ ン 演習や プ レ

ゼ ン テーシ ョ ン な ど今 まで に あまりな され て い な い 教育

項 日 を含ん で い る こ とに 由来す る と思わ れ る．

　 こ れ ら の 結果は ，本演習が ，医薬情報 に 関す る 社会人

の 生 涯 教育 や 舸
IF
蝦 1を養成 す る薬 剤 師教 育 に 適 して い る

こ と を示 して い る，また，こ れ らの 討論 に よ り，従来 の

受身の 講 義 と は 異 な り情報発 信 能 力が 右意 に 改 善 され て

い る こ とが 示 さ れ て い る ．しか しな が ら，発 表討
．
論 に 不

慣 れ なた め に 相手の 意思 を くみ 取 り討論 に 生 か して い く

レベ ル に は達 し て い な い こ とな ど，な お 問 題 もあ る，こ

れ らの 討論 に 必 要 な 能 力 を養 成 す る には，さ らに 多 くの

討論 の 機会を積む こ とが必 要 と思 わ れ る．

　 こ れ ら の 結 果 か ら，本特論演習で 医薬情轍を迅速か つ

正 確 に 収集 し，判断評価す る 能力 を効率的 に 教授す る こ

とが で きた．社会 人 と 昼 間部 ノ（学院 生 を適 ［1｛に グ ル
ー

プ

分
・
け して チ ュ

ー一
トリア ル 制 に よ る演習 と グ ル ープ 間対抗

デ ィ ベ ート制に よる 発表討
』
諄侖を行 うこ とに よ り，お li．い

を 異な る 立場 か ら 刺激 し合い
， 効果的 に 医薬情報発信能

力を育 成 す る こ と が で きる こ と が，第 三者評f【11iと 自 Lt　
li

』1こ

価 の 両 面か ら 統計学的 1こ有効で あ る こ とが 示 され た．
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設問4．　 プレ ゼンテ ーシ ョ ンでの質疑応答が得意ですか ？

昼間 部大学 院生

1）全く苦手だ

2）プ レゼ ン テ
ーシ ョン で の 質

疑応答は 得意で は ない

3）プレゼンテ
ー

ションでの 質

疑応答をある程度行うことが

で きる

4）プレゼ ンテ
ー

ションでの 質

疑応答 は得意だ

0．010 ．0　　　　20．0　　　　30．0　　　　40．0　　　　50．0　　　　60．0　　　　70．0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　頻 度 （％ ）

8D．090 、0　　　100．0

社会 人大学 院生

1）全く苦手だ

2）プレ ゼン テ
ー

ション で の 質

疑応 答 は得意 で は ない

3）プレ ゼン テ
ー

ション で の 質

疑 応 答 をある程 度 行 うことが

できる

4）プレ ゼン テ
ー

ションでの 質

疑応答 は得意だ

0．0 20．0 40 ．0 60．0 80．0 100 ．0

頻 度 （％ ）

Fig．5，医薬 情報 学特 論演 習 が 社 会人
・昼 間 部 大学 院生 の 質 疑応 答 能 力 に

　　　 及ぼ す 影響 〔受 講前 後の ア ン ケ
ート調 査 質問 4 ）

5
社会 人

4

ト3
冂

K2

1

0

NSNS

1

＊ NS

2

質問囎

3 4

［1魏

5
昼間 学生

4

Pt　3
冂

K2

1

o

NS

1

NS

2

質問囎

＊

3

NS

4

髏黐［

Fig．6．昼 間部 大 学 院 生 と社 会 人 大学 院 生 の 受講 前後 に お け る 情 報能力

　　　改善 度，Wilc ⊂，xon 検定 （n 二28，　n＝工7，　p＜ O、05 ；NS ，有意差 な し，
　　　 ＊ ，有意差 あ り｝

　　　 仕 会人 n は 質問 項目 1 と 3 ＝24　質問項目 2 と 4 ＝23

　　　 学生 rlは 質問 項 日 1 と 2 と 3 ＝16　質問項 日 4 ＝15

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

医療 薬 学 Vo1．31，No ，2 〔2005＞ 145

04

全受 講者
引 用 文 献

卜3．0
冂

K　2、O

01

00

1 2

質問囎

3 4

亠
剛

後

講
載
磆

皿
又

凪
又

■

鬮
囲

Fig．7．講 義受 講 に よ る 情報 発信 能力の 改善度

　　　Wilcoxun 検 定 ！n＝45，　 pく〔）．05 ；NS ，有 意

　　　差 な し，＊ ，有意差 あ り．：I

　　　n は 質問項 目 1 と4 ＝40　質問 項 目 2 ＝39

　　　質問項 凵 3 ＝39

D 新谷茂，野 口 俊作，角 出 喜治，
圏‘
薬 学 情 轍 学

”
，じほ

　 う，　1999，PP ．25
−9〔｝．

2） D ．B ．　 Petitti，完 訳 ，福 井 次 矢，青木則明，
“
EBM の

　 た め の デ
ー

タ統合型研究
”
，メ デ ィ カ ル サ イエ ン ス

　 イ ン タ ーナ シ ョ ナ ル ，東京，1999，pp、40
−68．

3） 福 井 次 矢，
“
EBM 実 践 ガ イ ド

「’
，医 学 書 院，東京，

　 1999 ，PP ．10
−45．

4） 関根Ni了・，木津純了
・．長瀬幸忠，荒川 基記，安野 伸

　 浩，遠 藤 睦，柳真志 帆，山 中緑，ノくLh実，荒川義弘，

　 Evidence −Basced 　 Medicine の 于法を用 い た 医師へ の

　 情報提供の 実践 ，
一
慢性蕁麻疹 に 対 す る 旺 受容体

　 拮抗剤 の 適応 外使用 を 例 と して 　，病院薬学，26．

　 61−68 （2000）．

5） 井藤達也，志賀隆博，稲垣 真実
．f・，福島紘 司，病 院

　 薬剤師 に よる 保険調剤薬局へ の 薬剤情報提供 の 元

　 化，病院薬学，2S．212−217 （1999）．
6） 島幹郎，古田 雅代，鶴丸雅 r・，小笠 原 IE 良 ， 佐 々 木

　 均 ，1［i川 IE 孝，病 院 薬 剤 部 で の 大 学 院 生 に 対 す る

　 フ ア
ー

マ シ ュ
ー

テ ィ カ ル ケ ア 教育 ：コ ミ ニ ュ ケ
ー

　 シ ョ ン 技術の 導 入 と大学院 生 に よ る 評価，病院薬

　 学，　26，36−43 （2000）．
7） 大塚誠，多河 典子，加藤史恵，松山賢治，昼夜 間 開

　 講 大 学 院 生 を 対象 と し た Web サ イ トを 川 い た 医 薬

　 情 報 評 価 学 教 育の 試 み ，囗 本 社 会薬 学 会，20，46−59

　 （2001 ），

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


